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ICF（International Classification of Functioning），日本訪問看護振興財団方式（以下財団方






















































　調査票の回収数は 505件，回収率は 21.3％であった．設置主体は「医療法人」が最も多く 166
件（32.9％），次いで「営利法人（株式 ,有限 ,合同 ,合名 ,合資）」148件（29.3％），「医師会・
看護協会以外の社団・財団法人」36件（7.1％），「社会福祉法人」35件（6.9％）であった（表 1）．
表 1．設置主体
　平成 27年 7月末時点での看護職員の常勤換算数は，最小値 2名，最大値 25名，平均 5.5名
（± 3.1）であり，5名未満が 250件（49.5％）と最も多く，次いで 5名以上 10名未満が 168件
（33.3％），10名以上が 39件（7.7％），無回答 48件であった．介護保険の 1ヶ月の利用者の実人
数は，最小値 0名，最大値 920名，平均 61.4名（± 62.7），訪問看護回数は，最小値 0回，最大
値 2707回，平均 350.9回（± 316.3）であった．医療保険の 1ヶ月の利用者の実人数は，最小値




















































　一般社団法人全国訪問看護事業協会の調査によると，平成 27年度 4月 1日現在の訪問看護ス




常勤換算数は，平成 26年 9月の全国平均が 4.7名に対して，本調査は 5.5名であり全国平均よ
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